
  



ソーシャルワーカーとは 
ＩＦＳＷ(国際ソーシャルワーカー連盟)の定義 
  ソーシャルワーク専門職は、人間の福利（ウエルビーング）の

増進を目指して、社会の変革を進め、人間関係における問題
解決を図り、人びとのエンパワーメントと解放を促していく。
ソーシャルワークは、人間の行動と社会システムに関する理論
を利用して、人びとがその環境と相互に影響し合う接点に介入
する。人権と社会正義の原理は、ソーシャルワークの拠り所と
する基盤である。 
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<発生予防支援> 
・相談支援（家族を含む） 

・連携支援 
 

 

作 Ｈｉｅｄａ 

ＳＷによる支援の実際 モデル事例 
（Aさん45歳会社員、妻、娘、母の4人暮らし） 

回復 

悪化 
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<進行予防
支援> 

・アウトリーチ 
・動機づけ支援 
・生活基盤支

援 
・連携支援 

<再発予防支援> 
・相談（家族を含む） ・動機づけ支援 
・生活基盤支援 ・社会復帰支援 

・連携支援 

アルコール 
専門治療機関 

一般医療機関  
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SWは問題整理を手伝います 

警察 

病院 

専門 
医療 

精神保健
福祉セン
ター 

福祉機
関 

SWは傾

聴し、ア
セスメン
トします 

ＳＷによる発生予防支援（地域関係機関） 



母子家庭、虐
待、ＤＶ、若
者の非行、
ニート、登校
拒否、自死、
飲酒運転など
現代の社会福
祉の諸問題の
解決と発生、
進行予防 

ＳＷによる進行予防支援（一般医療機関） 

 
 悪循

環 

インテーク面接、ア
ルコールリハビリ
テーションプログラ
ム（教育、グループ
ワーク）を行うとと
もに、生活困窮、家
族問題などを解決し、
本人の治療に対する
動機づけを高める 

家族支援として、面接、教育
プログラム、生活支援（医療
費の確保、生活費の確保、家
族関係、子どもの成長の課題
等解決）を行い、家族の負担
を軽減する 

<実際に連携システムで早期発見・治
療に取り組んでいる病院の例> 

沖縄県立病院、県立中部病院、千鳥橋
病院（小松知己調べ）市立四日市病院、
北里大学東病院（稗田里香：実践ガイ
ド） 

地域連携シ
ステムを作
り、早期発
見・早期支
援（治療）
を行う。 

専門治療機
関につなげ
る。 

院内多職種
連携システ
ムを作り、
早期発見・
早期支援
（治療）を
行う 

支援の
効果 

悪循環（入退
院の繰り返
し）の解消 

アルコール 

合併症の重
度化予防 

失職の 
予防 

医療費
の支出
抑制 

労働力
減退の
抑制 

社会保
障費支
払側か
らの離
脱の抑
制 



  地域連携  

SWによる再発予防支援  第3次予防としてのアルコール治療専門病院 

 

アルコール専門病院 
 

家族支援 

ＳＷによる 
・動機づけ面接 
・グループワーク 
・家族教育 

・医療費に関する相談 

・生活費に関する相談 
・制度利用支援 

自助グループや回復者施設 

・行政機関・地域機関等 

本人との関係に関する 
相談 
・家族問題相談 
・家族会の運営 

生
活
課
題
の
解
決
に
よ
る
再
発
予
防
・安
定
し
た
生
活
の
獲
得 

経済的支援 

本人への動機づけ 
家族への教育相談 

社会復帰支援 
・職場復帰に関する相談 

・家族問題相談 
・各種プログラム運営 

モニタリング機能によるフォロー 



 
 
 SWによる生活の再構築支援   暮らしに密着しコミュニティで支える   

再発の背景にある複合
的な課題を見逃さない 

コミュニティの中に本人
を排除しないための受
け皿を作る 

コミュニティの中に働く
場、参加する場を作る 

・依存症支援の資源が乏しい地域
でも居場所を作る。 

・本人の生活に関わる支援者が、
支援を通じて依存症を理解する。 

・コミュニティの資源と本人を橋渡し
する。 
・病気を隠さないで働ける場を作る。 

・援助される立場から、有用なコ
ミュニティの一員へ。 

・障害や他の精神疾患と重複して
いないか？ 

・暴力被害など他者との信頼を築く
ためのリスクはないか？ 
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  地域におけるケアマネジメント機能   SWによる伴走型援助  

病
気 

孤
立 

失
職 

貧
困 

障
害 

高
齢 

生活課題とAL健康障害 

役割 

仲間 
自助

G 

自尊
感情 

問題の発見・再発を含めて長期間に渡る援助・多機関でバトンをつなぐSW 

居場
所 

暮らしの質を変えるネットワーク 



アルコール関連問題の解決を支援するソーシャルワーカー 

日本アルコール関連問題学会 会員数：772名（全国7ブロック） 

活動内容： 

・年1回の定期総会と年次学術集会の開催 ・会員の研究促進と資質の向上を図るための諸活動 ・内外におけるアル
コール関連諸団体との交流など 

ホームページ http://www.j-arukanren.com/ 

一般社団法人 日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー（ＡＳＷ）協会  
会員数：249人 
全国７支部（北海道／東北／関東／中部北陸／関西／中四国／九州・沖縄） 
活動内容： 
・年１回全国研究大会、年1回全国研修、スーパービジョン研修 
・宮城県石巻市を中心とした震災後のアルコール問題のある方への支援と関係者への研修 
（平成25年度より（みやぎ心のケアセンターからの委嘱） 
・各支部で開催する研修会など 
ホームページ http://www.j-asw.jp/about/ 

アルコール・薬物施設連絡会 加盟施設：全国27施設など 
 ホームページ http://alshiren.jp/ 

精神保健福祉士 社会福祉士 
社会福
祉主事 

公益社団法人日本精神保健福祉士協会 
会員数：9434名/都道府県協会：46協会 
活動内・国際ソーシャルワーカー連盟(IFSW)加
盟 

・人材育成研修・権利擁護事業・東日本大震災
支援活動各種研修など 
ホームページ http://www.japsw.or.jp/ 

ピア・カウンセ
ラー 

（当事者専門家） 
公益社団法人 日本社会福祉士会 
会員数：35,945名/都道府県協会：47協会 
活動内容： 
・人材育成研修 
・権利擁護事業など 
・国際ソーシャルワーカー連盟(IFSW)加盟 
ホームページ http://www.jacsw.or.jp/   

公益社団法人 日本医療社会福祉協会 会員数：5,100名（1180機関） 
都道府県協会：46協会 

活動内容：・保健医療ＳＷ人財育成・チーム医療推進協議会への協力・国際ソー
シャルワーカー連盟(IFSW)加盟・東日本大震災支援活動・各種研修など 
ホームページ http://www.jaswhs.or.jp/ 
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ＳＷ支援の効果 

 

•社会的損失と人々の不幸を低減 

 

・貧困 

・失業 

・虐待 

・出産のリスク 

等々 

•年間死亡者３万５千人を低減 

・病死 

・虐待死 

・自死 

・孤独死 等々 

社会福祉の諸問題 



アル法に求めるもの 

SWの 

人材養成・育成の 

開発・推進・研究 

（養成校教育、現任教
育） 

多様な場で身近に相
談できる機能を充実さ
せる。 

（専門治療機関をはじ
め、市区町村の行政
機関、一般医療機関、
地域包括支援センター
などに回復支援ＳＷを
必置） 

 国民に、具体的な
相談窓口に関する
情報提供を持続的
に行うためのプロ―
モーション活動の充
実 

・社会福祉教育カリキュ
ラム開発 
・専門治療病院だけで
はない、一般医療機関
や福祉関連機関で働く
ＳＷに対する研修カリ
キュラムの開発と実施 

アウトリーチ力 
問題発見力 

早期発見・早期支援
（治療） 
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